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{EI的}錦部げが韓部読お織に務掃さ1l，解散疫向上と指まって.求脂製小

型線惑が多く診断されるようになった.一方でIi.主醤樹影に践伴する小異常

影の存在が，主務巣である小型援護治様方針に影響する事態が見られる援に

なった.95年に集計した多発揚癌鶏巣のうち嵐平上皮癌が3分の2t.U:を占め
ていたのとは異なる接絡をiしてきている.犠議多発を認識した小務3車場診断
治療戦略を考癒する必要があると考え.1I、M犠癒に持特集特性に認められた騒

犠彰の解析することを目的とした. [方法14H与における 1988年以詩の荊理議

期IA関線磁の手続 115視の， !ul時住・異特性iこ欝詣2iを認めた長関を対象と

し明ちかな邸内伝~は除外した. (或鋭lAJ妊治拡乳YrW:;]J}麓i討を会めて

多発鰐と考えられた症椀全体で 12鰐(10.4%)であった.女性3m.男性<1f号

と女性iこ多かった.鵠変数(f2議変が9稀.3鵠変が3持で，問時現;がS悦異

時性 3 悦巽持性‘ i司n~性i母方が l 例であった.ザj縁結内に!高?!.~見つかった1.5

mmの品目の l鰐を除く 11跨tJ.全て議官民こ(了?で麓続協変がj討議されてい

た.t議変ti12鰐中S関が坊葉切除で切訟きtt.説病巣のうち4~詩変は切諒さ

れたt塁本内iこ含まれたが，殺り 8 鶏変iま強欝~病変を縮小手蔀で切脅:した.巽

特発生の第2端変には4例中2i1iで結集号j絵がfiわれた.{結鎗}鶏i製薬期lA

期騎謀議には約lf}%の鰐合で問時巽特性の多発識との銭別を要する欝端容が

存荘した.これらにはいわゆるIIIi癒病変とも考えられるん!u[も含まれたが，そ

れらを台め主務変である犠癌の緒式を接援的iこ簸Ij、すべき対象と考える，多発

線舗であってもJ1、翠早期であれば，各鵜援の縮小手葬庁長野i判長が鰐待できる
ので， ~t翁巣のみでなく金製i野の HRα による1実業が各賞Cある.
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